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私たちは、合金やセラミックスを中心とし
た多種多様な新規無機化合物を設計・合成
し、革新的な固体触媒材料を開発しています。
シェールガスや CO2 の有効利用、水素製造、
窒素変換などの社会的重要度の高い化学反応
を対象とし、化学工業の発展や持続可能な社
会の構築に大きく貢献できる触媒づくりを目
指しています。
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地球上に無尽蔵に降り注ぐ太陽光エネルギーを用いて化
学エネルギーを作り出す「人工光合成」の構築は、実用
化に成功すれば世界のエネルギー問題が一挙に解決可能
なほど、極めて挑戦的でインパクトの大きな研究課題で
す。我々は、金属錯体を用いて電子移動を精密制御し、
水や二酸化炭素などの小分子を自在に活性化することで

「人工光合成」を達成に導く基盤技術の開発を目指してい
ます。この戦略に基づき、これまでに天然の光合成を超
える反応速度を持つ金属錯体触媒の開発に成功しました。
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